別紙様式
平成23当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:農産物の安全・安心生産管理システム検証支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　農政部　農業技術課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111（内2847）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,100千円（前年度予算額：7,100千円）

	事業内容


	１　事業の内容


農産物の残留農薬自主検査を実施する農業者の取組を支援し、県民への安全・安心な農産物の供給を図る。
（１）ぎふクリーン農業登録者支援

◆事業実施主体：クリーン農業の新規登録又は更新登録希望者
◆内容：残留農薬検査費用の一部を助成
検査数は「ぎふクリーン農業表示制度」で定める数を上限
◆補助率：１／２以内
（２）朝市等直売施設など生産者組織支援
  ◆事業実施主体：朝市・直売施設等の運営主体・出荷団体等
◆内容及び補助率：

　　①残留農薬自主検査費用の一部を助成
    　補助率：１／２以内
②朝市等直売施設などの管理者、出荷団体等が実施する自主管理体制の構築及び取組ＰＲ経費を支援
      補助率：１／３以内
	２　所要経費


（１）ぎふクリーン農業登録者支援　　　　補助金　4,669千円
（２）朝市等直売施設など生産者組織支援　補助金　　431千円
　　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章　県が取り組む政策の方向性

Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
５　安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる

○食品の安全を確保する
	２　これまでの取組状況


本県農産物の安全性確保のため、残留農薬自主検査をぎふクリーン農業表示制度と一体となって実施してきた。
平成21年度の支援実績は、検体数で118検体だった。

	３　これまでの取組に対する評価


・本事業により、残留農薬自主検査実施を含めた安全管理の徹底が普及してきており、残留農薬規制強化（平成18年５月）以降、本県における残留農薬基準違反は発生していない。

・食の安全に対する消費者意識が高まるとともに、国際競争力のある農産物づくりが求められる中、農産物の安全性と品質確保は必要不可欠であり、プロセスチェック（ＧＡＰ）とファイナルチェック（残留農薬検査による適切な生産工程管理の検証）を効果的に組み合わせた安全管理システムへの導入を引き続き推進していく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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